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◆毎年 4 月か 5 月には開催していたふろタン工房総会、今年は新型コロナウイル

スの影響で延び延びになっていましたが、7月9日にやっと開催になりました。あと半年し

か残されていない異例の令和２年度がスタートです。 

 

〇日時：令和２年７月９日（木）16:00～18:00 〇会場：UR リンケージ会議室  

〇議題１．平成 31 年度活動報告・会計報告    

２．令和２年度事業計画・活動予算（案） 

３．役員人選（理事の退任・新任） 

  

議題１と.2 について、今迄 3本柱として取り組んできた 

①登山道整備・森の道づくりに取り組む団体とのネットワーク形成の推進活動  

②協力団体との連携方式のスタディツアー導入の企画・検討  

③グループ団体賛助会員プロジェクトチームによる地域づくり計画のコンサルティング活動 

 

平成 31 年度までは続けてきた活動が令和２年度になって止まってしまったのが①、

UR ワンゲル同好会の月例山行は４月からすべて中止、毎年７月２日に行われていた

木曽ユネスコ協会の御嶽山の登山道整備活動も今年は行われませんでした。 

 

ミンガラバー・ユネスコクラブと交代で行うことにしていた②のミャンマーのスタ

ディツアー、平成 31 年度はふろタン工房の当番でしたが新型コロナで入国出来ずに

中止、これからのことについて改めて相談することにしました。 

 

平成 31年 4月にスタートしたのが③のグループ団体賛助会員プロジェクトチーム、

このような時期だからこそ令和 2 年度の重点活動として、プロジェクト推進室を中心にみ

んなで知恵を絞って新チームの結成に取り組もうと話し合いました。 

 

その他、通信 35 号に掲載した技術研究所の「ふろタン技研コーナー」の活用について、

幅広い方々からのレポート提出を積極的に呼びかけようということも話し合いました 

 

議題 3 の役員人選で、今年継続になっているのは室井理事長・赤川副理事長・森下

プロジェクト推進室長・山本広報センター長の４名。改選時期を迎えていた三田村喜

己男事務局長・森田忠志技術研究所長・宮本保宏渉外担当役・濵﨑良治監事はすべて

再選され、退任はゼロ、新任理事として事務局次長に西原歩さんが選任されました。 

◆情報交換その１．高円寺の「ぽれやぁれ」へ 

 

今年度のふろタン工房総会で大きな 

課題として残された、これからのスタ 

ディツアーの実施について、早めに情 

報交換しようとミンガラバー・ユネス 

コクラブ会長の安彦さんを訪ねて 7 月 

21 日、久しぶりに「ぽれやぁれ」に 

行きました。ユネスコクラブはふろタ 

ン総会より前に書面表決の総会を終え 

ています。ミャンマーコーヒーと雑貨 

の店「ぽれやぁれ」は今回の新型コロ 

ナ自粛で、特別の打ち合わせか店内を 

会場にしたイベントなどがない限りはほとんど店を閉めていたそうです。 

ミャンマー国内の環境・文化遺産の報道を調査しているユネスコクラブのメンバ

ーが、ミャンマー政府が観光の対象を環境や地方にシフトさせ「インレー湖保全 10

年計画」を打ち出したことを知らせてくれたことから、ユネスコクラブもこれから

は教育だけでなく、自然環境保全活動にも取り組みたいと考えているとのことです。 

JICAの活動を中心に地域開発・自然環境保全に取り組むふろタン工房とUNESCO

の教育・科学・文化の発展と推進に取り組むミンガラバー・ユネスコクラブ、新型

コロナが終息するまでは交代ではなく、両輪になって取り組んで見ようという話に

なりました。ビクトリア山とインレー湖、目的地が段々増えていくほうがお互いの

活動に幅が出来るかもしれませんね。 

 

◆情報交換その２．恵比寿の「びるまの竪琴」へ 

 

ミャンマーの最近の情報を聞こうと 

「びるまの竪琴」にモーココさんと佐野 

さんを訪ねました。7 月 19日はアウン 

サン将軍が暗殺されてから 73 年目の追 

悼の日です。いつもなら全国からの参拝 

者が絶えないヤンゴンのシュエダゴン・ 

パゴダは中に入れる人数も絞られ、普段 

であれば観光客であふれるアウンサンマ 

ーケットまでが閉まったままになってい 

るとのことです。 

11 月に延期になった芝増上寺のミャ 

ンマー祭り、11 月 8 日は感染防止規制下でのミャンマー総選挙が行われます。内

情混乱を避けるため4分の1のままの軍人議員枠、現政権の2期目はどうなるか、

選挙期間中に少数民族と軍との衝突などが起こらないよう祈るだけとのことでした。 

 

雨ニモマケズ 風ニモマケズ 新型コロナニモマケヌ丈夫ナカラダヲモチ 慾ハナク 決シ

テ瞋ラズ イツモシヅカニワラッテヰル サウイフふろタン人ニ ワタシハナリタイ/ケンジ 


